
国際会議Biocuration2010 2010/08/20

◆2010年10月11日（月）-14日（木）東京・お台場の産総研&東京国際交流館で開催◆2010年10月11日（月）-14日（木）東京 お台場の産総研&東京国際交流館で開催
◆2005年よりほぼ隔年で開催されている国際会議（第四回目）
◆昨年新たに設立された「国際バイオキュレーション学会(ISB)」の年会として開催
◆大会長 五條堀孝 副大会長 今西規◆大会長：五條堀孝、副大会長：今西規
◆GOコンソーシアム、UniProt、KEGG等国内外の主要データベースの関係者が参加

◆トピックス
:データベース構築:デ タベ ス構築
キュレーション（注釈付け）
テキストマイニング
オントロジオントロジー
配列アノテーション
機能ゲノミクス
比較ゲノム比較ゲノム
データ標準化・統合化など



Webサービス標準ガイドラインの国際学会での発信
Biocuration2010国際会議でデータベース統合に関するワークショップを開催

トピックス W bサ ビス ti b等のデ タベ ス統合に関する新技術

Biocuration2010国際会議でデ タベ ス統合に関するワ クショップを開催

“[W4] New Approaches Toward Database Integration”

トピックス： Webサービス、semantic web等のデータベース統合に関する新技術

発表者：

• Dr. Marc-Alexandre Nolin 
(Bio2RDF; バイオデータベースsemantic webプロジェクト)

• Dr. Toshiaki Katayama and Dr. Mitsuteru Nakao 
(統合WS; 文科省統合デ タベ スプロジェクト)(統合WS; 文科省統合データベースプロジェクト)

• Dr. Tetsuro Toyoda 
(RIKEN SciNeS; 理研semantic web統合データベース)

• Dr. Tadashi Imanishi 
(IDによるデータベース統合：経産省統合DBプロジェクト)

他他

[2010年10月13日開催]

Webサービス国際ガイドラインを国際学会で発信した



Webサービス標準仕様の提言Webサ ビス標準仕様の提言
“Odaiba Manifesto”

# これまで議論・公開してきた標準仕様をBiocuration2010で紹介

◆Webサービス標準仕様(Biohackathon2009)◆ サ 標準仕様( )
◆Semantic Web指針“Tokyo Manifesto”(Biohackathon2010) 

h //h k h 2 db l j / iki/G id li F W bS ihttp://hackathon2.dbcls.jp/wiki/GuidelineForWebService
http://hackathon3.dbcls.jp/wiki/URI



バイオWebサービス標準ガイドライン(Biohackathon2009より)

平成20年度版ガイドライン（20081022版）平成20年度版ガイドライン（20081022版）

• Webサービスを提供するにあたり容易に統合可能な

W bサ ビスを開発するための指針を提案Webサービスを開発するための指針を提案

• 複数のWebサービスを利用するユーザや、新規にWebサービスを
開発する開発者をサポ ト

• 統合WSサイト（日本語）

開発する開発者をサポート

– http://togows.dbcls.jp/site/ja/

• 国際ガイドライン（英語）• 国際ガイドライン（英語）
BioHackathon2009サイトに掲載

– http://hackathon2.dbcls.jp/
– Meeting reportとして論文投稿中

URL設計、ドキュメント提供等
に関する指針



ガイドライン記載の指針（例）

W bサ ビスURLのWebサービスURLの
標準書式を提案

データベース名の
標準書式を提案

デ タ形式記載のデータ形式記載の
標準書式を提案

→複数のWebサービスから同じデータを取得する場合、
DB名のみ変更すれば同じシステムを再利用でき効率的



“Standard URI”提案(Biohackathon2010より)

URIの４つのル ルURIの４つのルール


